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華
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し
た
。
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か
ら
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何
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っ
て
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勤

労
動
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生
の
誰
も
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忘
れ
ら
れ
な
い
悲

惨
な
美
東
撃
で
あ
っ
ち
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匡
重
吉
菓
望
苧
音
戸

▲鰹戦を告げるr玉組のようす．
廟廟発行咽鋭日本史虞よりコピー）

さんと菊地さんはここで米珊こあl職ニ
▼母校相馬中学校での2人の恕靂祭。（現在
の相馬高校鱒堂．写真は相馬中学校四五六
合発行の職膿五十周年配念蛛i白山遭Iより）

贅「大東亜戦争」は戦争中の呼称でしたが、戦後は「太
平洋戦争Jとよぴ∴現在ではアジア諸民族への侵略と対

英米戦争の二面性を持つとりう意味で、「アジア・太平洋
戦争」という呼称が使われるようになってきました。



・二伊寧鱒と7ダ脚脚絆どの疲好、＜珊脚の屋屠者∬　〟御許の鰐介＞－
●霊臓がいないというr嚢防儀」が∴連に住民の安全を守り集団自決も起こらなかったという実例

…【沖縄の演妻敷島のなかの“前島”という島で臥一普矧こきだ日本兵の
駐屯を断ったことによって戦禍をまぬがれています。〉ヒ㌣前島’’には、上

海壷琴に従軍したことのある分校長がいて、上海事変の軽験から『兵が
いなければ相手方の兵隊は加害しない』と考えていたので日本兵の駐屯
を断ったもやがて米軍が上陸、島中を調査して日本軍がいないことがわ
かると、「この島には砲撃をくわえないし∴捕虜もとらない。安心してい
つものとおり生活をしなさい」とスピーカ」で放送して引き揚げます。
沖縄では、虐殺や集団自決などの悲惨なケースが各所にたくさんあっ
たわけですから、“前島”だけが攻撃をうけず生きのぴたということが、
漣にタブーのよう‾にならて‘ほんの最近まで公になりませんでした。】
■　　　　　　　　＿＿－イインタ」ネット棚勝って好アノよ〝ノ

聯－ど書棚敷島　／／静粛ノ■凱繊石野こ放rラ瓢ノラ。
昨年10月、福島市での井上ひさし講演会でも、「無防備地域（革申）宣言」のお話がありました。（F九
条はら竃もJ恥41●慮）「軍隊がいて、軍事施設があること」がかえって敵の攻撃日標になりi旧日本
兵がF住民を守ってくれないで逆に脅威になったり、集団自決を強制する」ことになりました。沖縄戦で
のこの■“前島”は、こ種の無防備地域となり、それで住民の命が守られたのです。「はらまち九条の会」
の今後の活動の一つとして、市民の請願を集めて南相馬市議会に提出など、日下研究調査中です！

0睾弼雫貰憾 鞠照闇沿 革覿斌轡再

□昨年、『戦争をしないための選択・9条を考え＿
、る道南の会（北海道・函館）」から全国への呼
びかけで始まった運動です。
□9月9日、9時95良私たらも‾「9条」を市由こアピ
「ルするため∴アイデアを出しで同かユーモアのある
楽U川野已目立つこと、力かり易いこと、‾お金
がかからない、誰にでもできることでまわりに
呼びかけま‾しょう。お隣さんに一言でも。‾
ロ掛澗府など大きな力に対しこ一私たちは同
じ力で対抗しても負けてしま
います。弱々しく細々とした
蜘蛛の糸のように途切れてし
まいそうな活動でも∴継続し
て粘り強く、靭鋤に看動を続
けてい川まやが潤え
てくるかも知れません。
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